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こ
の
学
習
会
に
は
、
た
し
ろ
か
お
る
参
議

院
議
員
が
国
会
活
動
で
多
忙
に
も
関
わ
ら

ず
、
「
退
職
者
連
合
と
の
学
習
会
」
の
成
功

の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
退
職
者

連
合
の
阿
部
会
長
と
、
「
た
し
ろ
後
援
会
」

の
副
会
長
も
つ
と
め
る
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連

絡
会
の
大
熊
会
長
と
ガ
ッ
チ
リ
握
手
を
交

わ
し
、
退
職
者
連
合
か
ら
推
薦
を
受
け
た
一

人
と
し
て
、
７
月
の
参
院
選
で
奮
闘
す
る
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

   

こ
の
日
の
学
習
会
は
、
昨
年
３
月
12
日
に

開
催
さ
れ
た
学
習
会
に
引
き
続
い
て
、
２
回

目
の
「
退
職
者
連
合
と
の
学
習
会
」
と
な
り

ま
し
た
。 

そ
の
講
師
は
、
80
歳
を
超
え
て
退
職
者
連

合
運
動
の
活
発
化
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て

い
る
阿
部
保
吉
氏
（
全
林
野
関
連
退
職
者
の

会
）
で
、
「
退
職
者
連
合
の
課
題
と
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
そ
の
前
段
で
は
、
参
院
選
を
巡
る
政

治
情
勢
や
、
田
城
議
員
を
含
め
12
名
の
連
合

推
薦
者
を
退
職
者
連
合
も
推
薦
し
た
事
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

講
演
を
受
け
た
後
、
参
加
者
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
者
か
ら
、
講
演
を
受
け

て
の
感
想
や
、
「
平
和
問
題
」
、
「
参
議
院
選

挙
区
（
一
人
区
）
で
の
統
一
候
補
」
等
に
つ

い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

学
習
会
終
了
後
は
、
阿
部
会
長
を
囲
ん
で

全
員
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
か
つ
て
の

「
目
黒
選
挙
」
や
、
全
林
野
時
代
の
思
い

出
話
に
花
が
咲
き
、
更
に
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。 

                                

 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
（
会
長
・
大
熊
勝
明
）
が
、
３
月
１
日
10
時
よ
り

参
議
院
議
員
会
館
の
地
下
１
０
４
号
室
で
、
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
「
退

職
者
連
合
と
の
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
会
の
講
師
に
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
退
職
者
連
合
の
運
動
を
牽

引
す
る
阿
部
会
長
が
招
か
れ
、
お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
田
城 

郁
参
議
院
議

員
と
「
ガ
ッ
チ
リ
」
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

学
習
会
に
は
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の
役
員
を
始
め
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
、
貨

物
労
組
、
東
海
労
の
各
Ｏ
Ｂ
会
の
首
都
圏
在
住
の
役
員
も
集
ま
り
、
総
勢
39
名

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

        

座
長
に
森
Ｏ
Ｂ
担
当
中
執 

参
院
選
で
の
奮
闘
を
確
認 

退
職
者
連
合
と
共
に 

Ｊ Ｒ 総連ＯＢ 連絡会の学習会で 

阿部会長が田城氏を激励 
退職者連合も連合推薦の 12名を推薦決定 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

  

                                     

                                        

                                         

                                 

今
月
は
、
長
野 

地
本
諏
訪
支
部 

Ｏ
Ｂ
会
員
の
中 

山
市
朗
さ
ん
を 

紹
介
し
ま
す
。 

中
山
さ
ん
は
、
か
つ
て
営
業
職
場
に 

勤
務
し
て
い
た
時
に
、
長
野
地
本
に
組 

織
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は 

諏
訪
支
部
の
委
員
長
代
行
を
務
め
、
諏 

訪
支
部
の
確
立
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。 

退
職
後
は
、
人
数
の
少
な
い
営
業
出 

身
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役 

員
を
積
極
的
に
務
め
て
い
ま
す
。 

      

地
域
に
お
い
て
は
、
地
区
役
員
と
し

て
幅
広
く
活
動
し
、
特
に
地
域
が
開
催

す
る
団
体
列
車
旅
行
と
は
関
わ
り
が
強

い
で
す
。
ま
た
趣
味
の
釣
り
で
は
、
渓

流
釣
り
か
ら
海
釣
り
ま
で
楽
し
み
、
鮎 

の
時
期
に
な
る
と
毎
日
川
に
行
き
、
釣 

  

り
以
外
の
こ
と
は
二
の
次
に
な
る
そ
う 

で
す
。
漁
協
に
も
所
属
し
、
「
観
光
の
茅
野

市
匠
集
団
」
茅
野
市
観
光
人
材
バ
ン
ク
に
登

録
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
「
渓
流
釣
り
の
匠
」
と

し
て
、
渓
流
釣
り
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。 

     

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ ＯＢ会 ニュース  №227 ） 

 

諏
訪
地
方
で
渓
流
釣
り
の
ガ
イ
ド
の
要
請
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
応
じ
て
く
れ
ま
す
。 

中
山
さ
ん
は
、
河
川
の
手
入
れ
な
ど
を
し
て 

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
薪
ス 

ト
ー
ブ
の
薪
も
、
伐
採
か 

ら
自
分
で
作
っ
た
り
、 

山
菜
採
り
も
し
つ
つ
、 

ア
ウ
ト
ド
ア
生
活
を 

楽
し
む
自
然
人
な 

の
で
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
で
も
地
域
で
も
、
何
ご
と
に
も
一
生

懸
命
活
躍
す
る
中
山
さ
ん
で
す
。 

 

（
茅
野
市
在
住
・
中
山
市
朗
・
64
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

長野地本ＯＢ会 

 

      

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
３
月
12
日
、
「
原
発
の
な
い
福
島
を
！

県
民
大
集
会
」
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

集
会
が
、
福
島
県
郡
山
市
の
開
成
山
陸 

                       

 
     

上
競
技
場
に
、
６
０
０
０
名
が
参
加
し
て
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
も
地
元
に
在
住

の
古
川
本
部
Ｏ
Ｂ
会
長
を
始
め
、
数
十
名
の

Ｏ
Ｂ
会
員
や
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
集
会
は
、
先
日
大
津
地
裁
か
ら

「
高
浜
原
発
運
転
差
し
止
め
仮
処
分
決
定
」
の

判
決
が
出
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
久
し
振
り
に

福
島
県
民
の
心
が
癒
さ
れ
た
中
で
開
か
れ
ま

し
た
。 

集
会
で
は
、
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
呼
び
か
け
人
や
特
別
ゲ
ス
ト
の
鎌
田 

慧

さ
ん
か
ら
の
訴
え
、
大
熊
町
住
民
や
高
校
生

平
和
大
使
の
「
原
発
の
な
い
福
島
」
を
求
め
る

発
言
等
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
後
は
「
原
発
Ｎ
Ｏ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

か
か
げ
て
市
内
を
ア
ピ
ー
ル
行
動
し
、
15
時

30
分
に
流
れ
解
散
し
て
、
集
会
は
大
成
功
し

ま
し
た
。 

             

    

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
設
備
連
絡
会
の
結
成
総

会
が
、
３
月
５
日
13
時
30
分
よ
り
横
浜
地
本
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

結
成
総
会
に
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
を
始
め
横
浜
地

本
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
や
、
各
系
統
の
仲
間
達
が
大
勢

参
加
し
ま
し
た
。 

来
賓
の
平
井
地
本
副
委
員
長
は
、
Ｏ
Ｂ
会
と
出

身
分
会
の
繋
が
り
の
強
化
に
む
け
た
運
動
と
、
参

院
選
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
中
で
は
、
Ｏ
Ｂ
に
な
って
も
出
身
分
会
と

の
繋
が
り
の
重
要
性
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開

催
、
設
備
関
係
の
各
系
統
の
交
流
と
、
保
線
以
外

の
人
達
に
も
Ｏ
Ｂ
会
加
入
を
呼
び
掛
け
る
等
の
意

見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
「た
し
ろ
か
お
る
」応
援
の

取
り
組
み
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
、
結

成
総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

                          

       

          

 

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年 

原
発
の
な
い
福
島
を
求
め
大
集
合
！ 

 

渓

流

釣

り

の

匠 
    

 

 

 
 

《座談会》 

＊ 田城さん、歴代ＯＢ 会長と大いに語る！  
 

《沖縄・原発》 

＊ 多くの会員・家族の声が寄せられました 
   

 お問い合わせは、各地本ＯＢ会へ 

 頒価 500 円 
   

   

   

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が 

 
 
 

設
備
連
絡
会
を
結
成
！ 

新役員体制 

会 長 

 神山 満明 

副会長 

 佐藤 好美 

事務長 

 吉田 文雄 

幹 事 

 平松 広光 

幹 事 

 遠藤 文夫 

  
 
 
 

３
月

13
日

14
時
よ
り
八
王
子 

地
本
会
議
室
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
拡 

大
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
  

 
 

こ
の
日
の
会
議
に
は
、
支
部
Ｏ
Ｂ 

会
の
役
員
と
支
部
Ｏ
Ｂ
担
当
者
も
参

加
し
、
総
勢
50
名
を
越
え
ま
し
た
。
地
本
か

ら
は
金
井
副
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
も

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
「
た
し
ろ

か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
会
議
は
、
会
議
室
が
満
杯
と
な

り
、
総
会
並
み
の
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
日
に
焼
け
た
顔
に
笑
み
を
浮
か
べ

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
会
員
が
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。 

 

  

 

連
休
初
日
の
３
月
19
日
、
朝
10 

時
か
ら
千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
幹
事
会 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
幹
事
会
に
は
、
地
本
か
ら
萩 

野
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
部

Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
廣
瀬
副
会
長
を
始
め
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
取
り
組
み
を
議
論
を
し
ま
し
た
。 

議
論
で
は
、
県
全
体
に
点
在
す
る
会
員
宅

を
訪
問
す
る
「
お
元
気
で
す
か
？
行
動
」
は
、

支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
無
い
の
で
大
変
だ
と
の
意
見

も
出
さ
れ
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
結
成
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
は
、
毎
月
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
団
結
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
を
作
っ
て
食
べ
、
全
員

で
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
送
作
業
を
行
い
ま

し
た
。 

             
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

            

  
 

 
 

３
月
20
日
14
時
よ
り
、
地
本
会

議
室
で
「
第
２
回
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会

幹
事
、
支
部
Ｏ
Ｂ
担
当
者
合
同
会

議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
に
は
、
土
浦
、
水
戸
、
い

わ
き
支
部
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
地
本
か
ら
は
柴
田
Ｏ
Ｂ
担
当
執
行
委
員

と
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
参
加
し
ま
し
た
。 

水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
定

例
の
役
員
会
と
は
別
に
、
討
議
す
る
課
題
に

応
じ
て
そ
の
都
度
、
支
部
Ｏ
Ｂ
担
当
者
と
の

合
同
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
会
議
は
、
参
院
選
の
勝
利
に
向

け
て
、
最
終
的
な
取
り
組
み
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
親
睦
と
団
結
を
固

め
る
「花
見
」の
打
ち
合
わ
せ
も
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
長
年
の
組
織 

的
課
題
と
な
っ
て
い
る 

Ｏ
Ｂ
会
未
結
成
支
部

の
解
消
に
奮
闘
す
る 

事
を
確
認
し
ま
し
た
。 

                  
各
地
で
役
員
会
開
く 

八王子 

水 戸 

千 葉 

『我らの声』（第 17 号）発売中 


